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鈴木大介　　尾 花 毅

"8string guitar duo" 

尾花毅
幼少期をドイツで過ごしクラシックギターのレッスンを受け始める。学
生時代は自作曲を演奏する。プログレッシブハードロックバンドにて都
内近郊のライブハウスで活動する日々を過ごす。あるきっかけで耳にし
たブラジル音楽に衝撃を受け、再びクラシックギターを手にする。様々
なブラジルの音楽から影響を受けてきたが、7 弦ギターを手にしてから
は特に古いサンバやショーロから多大な影響を受け現在に至る。7 弦ギ
ターの特徴を生かし幅広い音楽を通して身に着けたプレイスタイルでク
ラッシック、JAZZ、ブラジルまで広範囲のユニットに参加する他、ブラ
ジルから来日するミュージシャンのサポート等、数多くのライブをこな
す日々を送っている。近年は自らが製作したマイクロホンを販売するブ
ランド [OBANA Microfone] を立ち上げ、音にこだわりをもつミュージ
シャンに愛用されている。また使用している７弦ギターは実の父親が製
作した楽器である。

鈴木大介
作曲家の武満徹から「今までに聴いたことがないようなギタリスト」
と評されて以後、新しい世代の音楽家として常に注目され続けている。
マリア・カナルス国際コンクール第 3 位、アレッサンドリア市国際
ギター・コンクール優勝など数々のコンクールで受賞。現代音楽の
初演や、アンサンブルとコンチェルトの膨大なレパートリーでの、
明晰な解釈力と洗練された技術は、多方面からの評価を確立し、難
度の高いプロジェクトにおけるファースト・コール・ギタリストの
位置を維持している。これまでに、池辺晋一郎、西村朗、猿谷紀郎、
和田薫、伊左治直、各氏らほかの作曲家からギター協奏曲を含む多
くの作品の初演を依頼されている。2013 年にはサントリー・サマー・
フェスティバルにおいて、野平一郎作曲「エレクトリック・ギター
とオーケストラのための炎の弦」を演奏、またソリストとして参加
した東京シンフォニエッタによる CD「天女散花」はレコードアカデ
ミー賞現代音楽部門を受賞した。


